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「
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
」

は
、
茨
城
県
が
独
自
の
事
業
と
し
て

推
進
し
て
い
る
在
宅
福
祉
事
業
で
す
。

　

町
で
は
、
平
成
４
年
に
お
年
寄
り

を
対
象
に
開
始
さ
れ
、
現
在
は
障
害

の
あ
る
方
、
難
病
の
方
な
ど
も
対
象

に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
保
健
・
福
祉
・
医

療
の
関
係
者
と
、
地
域
の
人
々
が
連

携
し
て
、
援
護
を
必
要
と
し
て
い
る

人
々
を
支
援
す
る
事
で
す
。

　

ま
た
、
支
援
が
困
難
な
ケ
ー
ス
に

対
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
調
整
会
議
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

�
対
象
と
な
る
方
々

・
高
齢
者

・
障
が
い
者

・
難
病
の
方

・
子
育
て
不
安
の
方

　

…
…
そ
の
他
支
援
の
必
要
な
方
な

ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
支
援
体
制

　

町
の
保
健
福
祉
事
業
の
活
用
と
、

地
域
福
祉
の
要
で
あ
る
民
生
委
員
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
元
に
、
ご
近
所
や
親
戚
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、「
在
宅
ケ

ア
チ
ー
ム
」
を
結
成
し
て
日
常
の
見

守
り
や
相
談
、
緊
急
時
等
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
（
平
成　

年
か
ら
は
、
介
護
保
険

１２

制
度
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
さ
れ
、
在
宅

福
祉
を
推
進
す
る
本
事
業
と
し
て
も
、

大
変
有
難
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。）

�
窓
口
・
組
織

　

事
業
を
推
進
す
る
地
域
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
り

ま
す
。

　

民
生
委
員
を
中
心
に
、
約
１
２
０

名
の
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
、
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
情
報
拠
点
と
な
り
、

福
祉
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
民
間
施
設
、
消

防
署
、
駐
在
所
等
と
連
携
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

五
霞
町
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進

事
業
は
、
こ
れ
ま
で
は
ご
近
所
で
の

助
け
合
い
を
目
標
と
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
福
祉
を
取
り
巻
く
社
会
状
況

の
変
化
等
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
は
共

に
生
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
標
に
推

進
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

常
に
地
域
の
人
々
と
向
き
合
い
、

事
業
を
展
開
し
て
行
く
所
存
で
す
。

地
域
で
の
福
祉
意
識
の
高
ま
り
は
、

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
歩
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

�
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
�
　

０
７
６
５

（８４）

　
�
　

１
１
６
５

（８０）

３

五
霞
町
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
の
紹
介

助
け
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
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